
（取材日）平成 29 年７月６日（木）・31 日（月）・８月 24 日（木）
（参　考）四街道市・八木原小・チームよつてら HP 他

2021 ちば民児協だより第 74 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

左から、平成 14 年に学校ボランティアの会を立ち
上げた田中重光さん（元児童委員）、千代田中学校
地区民児協の梅山美枝会長、学校ボランティアの
会及び地区社協会長の長谷川睦美さん（児童委員）。

千代田中学校地区民児協の児童委員と地域ボラン
ティアの皆さんは、体験学習でお茶会を担当。梅
山会長（右上）は自宅で表千家の茶道教室を開催
していることもあり、お弟子さんも参加。

た
ら
挨
拶
も
し
て
く
れ
ま
す
し
、
保
護
者
や
児
童

と
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま
り
ま
し
た
ね
」
と
は
、

千
代
田
中
学
校
地
区
民
児
協
の
梅
山
美
枝
会
長
。

　
四
街
道
市
で
は
、
こ
の
自
学
塾
を
含
め
、
市
内

６
ヶ
所
で
寺
子
屋
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
・

冬
休
み
の
数
日
間
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
学
習
支

援
や
ホ
タ
ル
鑑
賞
な
ど
の
野
外
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

・

　
千
代
田
中
学
校
地
区
の
取
り
組
み
を
も
う
一
つ
。

　
同
地
区
民
児
協
で
は
、
地
区
社
協
と
協
力
し
、

平
成
24
年
１
月
に
「
子
育
て
安
心
袋
」
を
作
製
。

地
区
内
で
、
５
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
を

対
象
に
希
望
を
募
り
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る
備

品
（
下
記
参
照
）
を
配
付
し
ま
し
た
。
配
付
し
た

55
世
帯
に
は
、
簡
易
調
査
も
実
施
し
下
記
の
よ
う

な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　「
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
世
帯
の
方
に

も
、
地
域
が
見
守
っ
て
い
る
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
未
就
学
児
の
情

報
を
一
部
で
も
把
握
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
梅
山
民
児
協
会
長
と
長
谷

川
地
区
社
協
会
長
は
話
し
ま
す
。
当
時
、
乳
幼
児

だ
っ
た
子
ど
も
も
、
今
で
は
小
学
生
に
な
っ
て
寺

子
屋
に
も
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

・

　「
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
」を
目
指
す
四
街
道
市
。

　
千
代
田
中
学
校
地
区
で
は
、
地
域
か
ら
子
育
て

世
帯
と
の
関
わ
り
を
つ
く
り
、「
地
域
の
子
ど
も
は
、

地
域
の
み
ん
な
で
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど

も
達
を
見
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
・
就
学
時
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す（
詳
細
は
Ｐ
28
）。

　
習
志
野
市
で
は
、
昭
和
48
年
か
ら
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
時
に
、
地
区
担
当
の
保
健
師
に
よ
る
妊

婦
と
の
個
別
面
接
や
、
育
児
期
に
お
け
る
発
育･

発

達
・
養
育
面
の
把
握
に
努
め
る
な
ど
、
い
ち
早
く

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地

区
民
児
協
と
も
、
こ
う
し
た
子
育
て
支
援
施
策
の

中
で
、
協
働
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
ご
紹
介
す
る
袖
ケ
浦
地
区
民
児
協
も「
子

育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
等
、

行
政
や
地
区
社
協
等
と
連
携
し
、
成
長
段
階
に
応

じ
た
子
育
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
の
香
取
裕
子
さ
ん
は
、「
一
人
の

子
ど
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
段
階
で
会
う
こ
と

が
で
き
る
と
、
心
配
な
子
や
一
人
で
い
る
お
母
さ

ん
に
声
を
か
け
や
す
い
で
す
し
、
継
続
し
た
見
守

り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
、「
地
区
担
当
の
保
健
師
さ
ん
と
会
う
機

会
も
多
い
の
で
、
気
に
か
け
た
ほ
う
が
よ
い
家
庭

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
配
慮
す
べ
き
点
な
ど
を

聞
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
心
強
い
で
す
ね
」
と
も
。

　
ま
た
、
袖
ケ
浦
地
区
民
児
協
で
は
、
毎
月
開
催

す
る
定
例
会
時
に
、
月
別
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
行
政
や
関
係
機
関
の
職
員
と
の
意
見
交

換
の
場
を
１
時
間
ほ
ど
設
け
て
い
ま
す
。

　
高
橋
君
枝
・
地
区
民
児
協
会
長
は
、「
市
や
関
係

はじめの一歩７

居場所

出会い

●会長：長谷川 睦美（児童委員・地区社協会長）
●発足：平成 14 年（自学塾は H22 ～）
●ボランティア数：約 120 名
●その他活動：交通指導（通年）、花壇整備（年
　４回）、草刈り（年３回）、（１年生）こいのぼ
　り見学、焼き芋、昔の遊び、幼保小交流会、（２
　年生）野菜苗付け、町探検、（３年生）給食会、（５
　年生）米作り（代掻き～稲刈り、収穫祭等）、（６
　年生）室町文化体験（茶道・華道）、戦争体験
　学習、グラウンドゴルフ交流会

学校ボランティアの会（概要）

育児協力者

祖父母 44

親類　 ９

近所　 ８

相談相手

ママ友　    42

保育士　    10

両親等親類６

医師　　　１

夫　　　　１

心配ごと

情報不足 21

保育所　12

遊び場　11

通院　　８

袖ケ浦地区（民児協）の概要
●人口 11,670 人／●65 歳以上高齢者数 3,779 人／●
高齢化率 32.4％／●担当区域：袖ケ浦 1 ～ 6 丁目、津
田沼 6 丁目一部／●児童委員数 22 人（男 5・女 17 人）
／●区域内学校：袖ケ浦こども園・明徳そでにの保育園・
袖ケ浦東小学校・袖ケ浦西小学校（225 人）・第三中学
校（448 人）　※平成 29 年４月現在

●高齢者用安心袋
　子育て世帯向けより１年早
く、平成 22 年度中に配付・
調査を実施。ひとり暮らし高
齢者と、夫婦で合計 150 歳以
上の世帯を対象に配付。

●子育て安心袋
　平 成 23 年 12 月 に、
自治会の回覧板や児童委
員を通して対象世帯に周
知し、応募先は児童委員
又は市社協。配付物は下
記の通り（右写真は一部）
●緊急連絡用紙／●身近
な相談先一覧／●子育て
健康体操／●ロープ（抱っこ紐）／●ホイッスル
／●アルミ毛布／●ウェットティッシュ（資料類）
●近隣マップ（施設・公園等）／●（子育て世帯用）
防災グッズ一覧／●子育てに関する生活の智恵／
●子どもの観察のポイント／●ファミリーサポー
トセンター／●地区社協ＰＲチラシ

●子育て世帯への調査結果（全 55世帯）

　調査内容は、次の４点。①子どもの人数、②育児
協力者、③相談相手、④心配ごとの内容。

（複数回答あり）

●
健
康
相
談（
行
政
・
４
か
月
／
10
か
月
・
本
稿
Ｐ
23
）

●
子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
（
こ
ど
も
園
・
本
稿
Ｐ
22
）

●
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
す
く
す
く
サ
ロ
ン（
社
協
）

●
園
児
と
ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
配
食
と
感
謝

　状
の
授
与
式
（
こ
ど
も
園
）

●
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
（
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

●
幼
児
教
室
（
公
民
館
）

●
区
域
内
小･

中
学
校
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換

袖
ケ
浦
地
区
民
児
協
の
子
育
て
支
援
活
動

袖
ケ
浦
地
区
民
児
協
で
は
、
年
度
初
め
に
事
業
・

行
事
別
に
参
加
す
る
委
員
を
決
め
る（
担
当
制
）。

（
主
任
）
児
童
委
員
や
男
女
の
別
な
く
、
全
員
が

高
齢
者
・
児
童
等
の
活
動
に
取
り
組
む
。

JR 幕張本郷駅

JR 津田沼駅

JR 新習志野駅
袖ケ浦地区

京葉線

総武線

袖ケ浦地区周辺図

船橋市

八千代市

千葉市
花見川区

千葉市
美浜区

市川市

鎌ケ谷市

白井市

千葉市
稲毛区

松戸市

習志野市
周辺図 東京湾

習志野市

上図
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７　はじめの一歩　～子育てふれあい広場＋ブックスタート～

（取材日）「広場」：平成 29 年７月 18 日（火）／「健康相談」同月 25 日（火）
（参考・一部引用抜粋）習志野市・NPO ブックファースト HP 他

７　はじめの一歩　～子育てふれあい広場＋ブックスタート～

ちば民児協だより第 74 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

同施設内に設置されている「こどもセンター
（月～土）」から紹介されて来館する親子も。

ママごとセットで遊ぶ子ども達。遊具は、
市こども保育課職員が毎回会場に持参。

袖ケ浦こども園「子育てふれあい広場」スタッフのみなさん。
後列左から、袖ケ浦地区民児協副会長の鈴木正昭さん、鈴木悦子さん、主
任児童委員の香取さんと北村さん。前列左から、市こども保育課の広瀬さん、
袖ケ浦こども園の小熊園長、母子保健推進員の植草さん。

室内は３階の遊戯室が会場。園庭にある砂
場やブランコ、すべり台等で遊ぶことも。

年長・ほし組の園児が歌や踊りなどを披露。
11 時からは遊戯室に集まり園児と交流。

親子で一緒にできる「ぬり絵」は大人気。そ
の他、会場には積み木やブロック、絵本等も。

ひとりで子どもの相手をしている母親に
は、スタッフが声かけ＆笑顔で傾聴。

園児と一緒に手遊び。しっかりと遊び相手
を務める園児の姿に、お母さん達は数年後
のわが子の姿を思い浮かべているよう。

こども園・ほし組（年長）の園児たちは、
魚釣りや水風船、お面などのお店を開店。

※１本事業の実践方法や具体的な事例、実施自治体等は、　
　「NPO 法人ブックスタート Bookstart Japan」HP をご覧く
　ださい。（http://www.bookstart.or.jp/）
※２全国の市区町村数は 1,741。区は、東京都 23 区を指す。
　　（H29.８.31 現在）上記※１掲載の HP より引用抜粋

（写真左上）左から主任児童委員の香取さんと北村さん。（同右上・左下）
お母さんからは「読んでもらったら、子どもが聞いているように見えて、
びっくりしました。家でも読んでみようと思います」、「一人目の時に、
ここで絵本をいただいて、家でもはじめたんです」との感想も。

※同市では、３～６か月と、９～ 11 か月児の「乳児健康診査（病院実施）」のほか、４・
　10 か月児健康相談を開催し、地区担当の保健師が右記内容を行う。
　児童委員は、４か月児健康相談時に「ブックスタート」を、10 か月児健康相談時
　には親子と一緒にふれあうことを目的に参加。
※「４か月児健康相談票」は、事前配付している。この相談票は、妊娠中や産後の経過、
　子どもの健診結果（身長･体重等）、１日の生活リズムなどに答えるもの。

機
関
が
、
何
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
児
童

委
員
の
立
場
等
を
伝
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
」
と
、
日
頃
か
ら
相
互
理
解
を
深
め

る
場
を
持
つ
こ
と
が
、
現
在
取
り
組
む
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
児
童
委
員
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
や
関
係
機
関
を
「
知
る
」
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
連
携

の
あ
り
方
や
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
て

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
を
開
く
。
そ

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
（
と

そ
の
親
）
へ
届
け
よ
う
」

　
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
は
、
平
成
４
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り

ま
し
た
（※

１
）。
日
本
で
は
、
平
成
12
年

に
東
京
都
杉
並
区
で
開
始
さ
れ
た
の
を
皮
切

り
に
、
現
在
で
は
全
国
１
０
１
２
市
区
町
村

に
ま
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。（※

２
）

　
本
県
で
も
、54
市
町
村
の
う
ち
35
市
町
で
、

自
治
体
の
自
主
財
源
を
も
と
に
、
図
書
館
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
担
当
課
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
習
志
野
市
で
は
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
」
と
し
て
、「
出
生
届
」
提
出
時
に
「
誕

生
記
念 
図
書
館
カ
ー
ド
」
と
、
親
子
で
読

ん
で
ほ
し
い
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
付
。

　
加
え
て
、「
４
か
月
児
健
康
相
談
」時
に
は
、

絵
本
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
と
コ
ッ
ト
ン

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
（
前
述
の
）
絵
本
を
持
っ
て
い
れ
ば
「
が

た
ん 

ご
と
ん 

が
た
ん 

ご
と
ん
」
か
「
く
だ

も
の
」
に
交
換
と
の
こ
と
で
す
。

　
同
市
民
児
協
で
は
、
市
子
育
て
支
援
課
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
平
成
19
年
よ
り
「
４
か

月
児
健
康
相
談
」に
来
館
し
た
親
子
向
け
に
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
、
ひ
と
組
ず
つ
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、
絵
本
を
開
く
時
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
区
で
も
、「
絵
本
と
親
子

を
つ
な
ぐ
、
絵
本
で
親
子
を
つ
な
ぐ
」
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

関係者打ち合わせ（園
長・市職員・児童委員等）

受付

自由遊び

片付け

・市職員による手遊び
   と読み聞かせ

・園児と交流（歌・踊り・
   楽器演奏・手遊び）

広場終了

園庭開放（こども園のみ）

９：30

10：00

10：00 ～

10：50

11：00 ～

11：30

12：00 ～
14：00

（プログラム）

子育てふれあい広場（概要）

４か月児健康相談（概要）

受付

身長・体重測定後、自己
紹介。生活リズム・離乳
食等の指導

保健師が「４か月児健康
相談票」に基づき、個別
に相談。その後、順次児
童委員が参加者親子と

「ブックスタート」→終了

９：30 ～
９：45

９：45 ～

11：00 ～
11：30

（プログラム）

●主催　　

●開催場所
　開催回数

●開催時間

●対象者　

市健康支援課

袖ケ浦公民館ほか市
内９ヶ所・年 146 回

10：30 ～ 12：00 頃

生後３～４か月頃の
乳児とその保護者

●主催　　

●開催場所
　開催回数

●開催時間

●対象者
　

●スタッフ

市こども保育課

市内 12 ヶ所・各所
年６回（幼稚園・こ
ども園で開催）

10：00 ～ 11：30

市内在住の未就園児
とその家族

児童委員２～４名・
市職員・園長・母子
保健推進員ほか



2223

７　はじめの一歩　～子育てふれあい広場＋ブックスタート～

（取材日）「広場」：平成 29 年７月 18 日（火）／「健康相談」同月 25 日（火）
（参考・一部引用抜粋）習志野市・NPO ブックファースト HP 他

７　はじめの一歩　～子育てふれあい広場＋ブックスタート～

ちば民児協だより第 74 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

同施設内に設置されている「こどもセンター
（月～土）」から紹介されて来館する親子も。

ママごとセットで遊ぶ子ども達。遊具は、
市こども保育課職員が毎回会場に持参。

袖ケ浦こども園「子育てふれあい広場」スタッフのみなさん。
後列左から、袖ケ浦地区民児協副会長の鈴木正昭さん、鈴木悦子さん、主
任児童委員の香取さんと北村さん。前列左から、市こども保育課の広瀬さん、
袖ケ浦こども園の小熊園長、母子保健推進員の植草さん。

室内は３階の遊戯室が会場。園庭にある砂
場やブランコ、すべり台等で遊ぶことも。

年長・ほし組の園児が歌や踊りなどを披露。
11 時からは遊戯室に集まり園児と交流。

親子で一緒にできる「ぬり絵」は大人気。そ
の他、会場には積み木やブロック、絵本等も。

ひとりで子どもの相手をしている母親に
は、スタッフが声かけ＆笑顔で傾聴。

園児と一緒に手遊び。しっかりと遊び相手
を務める園児の姿に、お母さん達は数年後
のわが子の姿を思い浮かべているよう。

こども園・ほし組（年長）の園児たちは、
魚釣りや水風船、お面などのお店を開店。

※１本事業の実践方法や具体的な事例、実施自治体等は、　
　「NPO 法人ブックスタート Bookstart Japan」HP をご覧く
　ださい。（http://www.bookstart.or.jp/）
※２全国の市区町村数は 1,741。区は、東京都 23 区を指す。
　　（H29.８.31 現在）上記※１掲載の HP より引用抜粋

（写真左上）左から主任児童委員の香取さんと北村さん。（同右上・左下）
お母さんからは「読んでもらったら、子どもが聞いているように見えて、
びっくりしました。家でも読んでみようと思います」、「一人目の時に、
ここで絵本をいただいて、家でもはじめたんです」との感想も。

※同市では、３～６か月と、９～ 11 か月児の「乳児健康診査（病院実施）」のほか、４・
　10 か月児健康相談を開催し、地区担当の保健師が右記内容を行う。
　児童委員は、４か月児健康相談時に「ブックスタート」を、10 か月児健康相談時
　には親子と一緒にふれあうことを目的に参加。
※「４か月児健康相談票」は、事前配付している。この相談票は、妊娠中や産後の経過、
　子どもの健診結果（身長･体重等）、１日の生活リズムなどに答えるもの。

機
関
が
、
何
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
児
童

委
員
の
立
場
等
を
伝
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
」
と
、
日
頃
か
ら
相
互
理
解
を
深
め

る
場
を
持
つ
こ
と
が
、
現
在
取
り
組
む
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
児
童
委
員
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
や
関
係
機
関
を
「
知
る
」
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
連
携

の
あ
り
方
や
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
て

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
を
開
く
。
そ

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
（
と

そ
の
親
）
へ
届
け
よ
う
」

　
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
は
、
平
成
４
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り

ま
し
た
（※

１
）。
日
本
で
は
、
平
成
12
年

に
東
京
都
杉
並
区
で
開
始
さ
れ
た
の
を
皮
切

り
に
、
現
在
で
は
全
国
１
０
１
２
市
区
町
村

に
ま
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。（※

２
）

　
本
県
で
も
、54
市
町
村
の
う
ち
35
市
町
で
、

自
治
体
の
自
主
財
源
を
も
と
に
、
図
書
館
や

保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
担
当
課
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
習
志
野
市
で
は
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
」
と
し
て
、「
出
生
届
」
提
出
時
に
「
誕

生
記
念 

図
書
館
カ
ー
ド
」
と
、
親
子
で
読

ん
で
ほ
し
い
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
付
。

　
加
え
て
、「
４
か
月
児
健
康
相
談
」時
に
は
、

絵
本
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
と
コ
ッ
ト
ン

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
（
前
述
の
）
絵
本
を
持
っ
て
い
れ
ば
「
が

た
ん 

ご
と
ん 

が
た
ん 

ご
と
ん
」
か
「
く
だ

も
の
」
に
交
換
と
の
こ
と
で
す
。

　
同
市
民
児
協
で
は
、
市
子
育
て
支
援
課
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
平
成
19
年
よ
り
「
４
か

月
児
健
康
相
談
」に
来
館
し
た
親
子
向
け
に
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
、
ひ
と
組
ず
つ
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、
絵
本
を
開
く
時
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
区
で
も
、「
絵
本
と
親
子

を
つ
な
ぐ
、
絵
本
で
親
子
を
つ
な
ぐ
」
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

関係者打ち合わせ（園
長・市職員・児童委員等）

受付

自由遊び

片付け

・市職員による手遊び
   と読み聞かせ

・園児と交流（歌・踊り・
   楽器演奏・手遊び）

広場終了

園庭開放（こども園のみ）

９：30

10：00

10：00 ～

10：50

11：00 ～

11：30

12：00 ～
14：00

（プログラム）

子育てふれあい広場（概要）

４か月児健康相談（概要）

受付

身長・体重測定後、自己
紹介。生活リズム・離乳
食等の指導

保健師が「４か月児健康
相談票」に基づき、個別
に相談。その後、順次児
童委員が参加者親子と

「ブックスタート」→終了

９：30 ～
９：45

９：45 ～

11：00 ～
11：30

（プログラム）

●主催　　

●開催場所
　開催回数

●開催時間

●対象者　

市健康支援課

袖ケ浦公民館ほか市
内９ヶ所・年 146 回

10：30 ～ 12：00 頃

生後３～４か月頃の
乳児とその保護者

●主催　　

●開催場所
　開催回数

●開催時間

●対象者
　

●スタッフ

市こども保育課

市内 12 ヶ所・各所
年６回（幼稚園・こ
ども園で開催）

10：00 ～ 11：30

市内在住の未就園児
とその家族

児童委員２～４名・
市職員・園長・母子
保健推進員ほか



学校のミニ集会に参加しよう！

　県教育委員会では、平成 12 年より「学校を
核とした県内 1000 か所ミニ集会」と題し、学
校職員と保護者や地域住民が学校・家庭・地域
の様々な教育課題について、本音で語り合う「ミ
ニ集会」の開催を推進しています。
　現在、（千葉市を除く）県内全ての公立学校で
実施されており、多くの児童委員が参加してい
ます。参加されたことのない皆さんは、学校職
員や保護者と交流を持つよい機会です。市町村
教育委員会や区域内の学校等にお問い合わせの

ミニ集会の概要

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

義務教育学校

計（又は平均）

開催校

690

323

128

37

１

1,179

参加人数

45,738

24,242

5,860

2,031

31

77,902

62.8%

65.0%

88.3%

78.4%

100%

66.7%

地域と連携
した開催

学校・家庭・地域の連携
　防災・防犯・安全・子育て･あいさつ運動・キャリア教育等
学校運営･指導
　いじめ・不登校・福祉教育・地域と連携した教育等
子育て･しつけ
　食育・親子のコミュニケーション・悩みへの関わり方等
その他
　情報モラル・自転車の乗り方・18 歳選挙権等

平成 28年度
実施件数

●ねらい　①家庭と地域が理解し合い、協力し合う環境づくり
　　　　　②地域住民の声を学校運営に生かす開かれた学校づくり
　　　　　③学校を核とした地域コミュニティの構築

●対象　　（千葉市を除く）県内全ての公立小学校・中学校・高等
　　　　　学校・特別支援学校・義務教育学校

●場所　　当該校の教室や体育館等

●参加者　学校職員・保護者・地域住民等

●テーマ　学校ごとに内容やテーマは異なる。主なテーマは下記の
　　　　　通り。また、地域と連携し、ミニ集会の企画･運営をし
　　　　　た学校が増えている（下表）。

（千葉県県庁HP）トップページのサイト内検索で「学
校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」で検索／（担当
部署）県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地
域連携室　043-223-4167

上、ぜひ参加してみ
ましょう。
　県庁ホームページ
には、平成 29 年度
の市町村・学校別の
実 施 日（予 定 含 む）
やその内容が掲載さ
れ て い ま す。ま た、
過去の具体的な実施
内容も掲載されてい
ますので、一度ご覧
ください。
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８　はじめの一歩　～教育懇談会～

ちば民児協だより第 74 号

（取材日）平成 29 年７月 13 日（木）／（写真）活動風景の写真５枚は、豊畑地区から提供／（参考）千葉県庁・旭市・旭市社協・豊畑小 HP 他

グループ討議前の講話。H29 年度は、市教
育委員会による「児童の見守り」について。

それぞれの立場で、登下校や地域の危険箇
所など気づいた点を話している。

保護者以外にも、教育･福祉・防犯･消防関
係者などが参加している。

同校は各学年１クラス。授業参観は 45 分間。

豊畑地区民児協のみなさん。左から会計の橋村さん、副会長の池田さん、林
会長、主任児童委員の川上さんと松井さん。

グランドゴルフ体験後、老人クラブのみな
さんと給食をとる小学５年生。

　豊畑地区では、その他下記イベン
トを通して地域住民と交流している。
　●田植え･稲刈り体験
　●餅つき大会（小学生の演奏等も）
　●学校公開日（年３回：６・11・２月）
　●ふれあい交流会（グランドゴル
　　フ大会＆給食）　※下記写真

　
昨
年
、
開
校
百
四
十
周
年
を
迎
え
た
豊
畑
小
学
校
。

　
開
校
時
に
校
訓
と
さ
れ
た
の
が
、「
一
致
協
和
学

徳
併
進
」と
い
う
言
葉
。
学
校
だ
よ
り
に
よ
る
と
、「
保

護
者
も
先
生
も
児
童
も
地
域
住
民
も
、
一
致
協
力
し

合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
徳
育
を
育
て
良
い
学

校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
意
な
の
だ
そ
う
。

　
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
児
童
委
員
の
大
半
も
同

校
卒
業
生
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、「
お
ら
が
街

の
学
校
」
と
い
う
意
識
は
強
い
よ
う
で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
12
年
よ
り
「（
左
頁

下
段
）
ミ
ニ
集
会
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
同
校

で
は
平
成
10
年
頃
よ
り
、
地
域
と
学
校
、
保
護
者
が

意
見
交
換
す
る
会
合
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
毎
年
７
月
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
（
下
記
参

照
）」
と
し
て
開
催
。
地
域
住
民
と
児
童
委
員
ら
関

係
者
は
、
授
業
参
観
と
教
育
懇
談
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
教
育
懇
談
会
で
は
、そ
の
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
同
じ
地
区
に
住
む
保
護
者
や
地
域
住
民
、
関
係

者
が
円
座
に
な
っ
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
林
正
夫
・
豊
畑
地
区
民
児
協
会
長
は
、「
み
ん
な

昔
か
ら
の
顔
見
知
り
な
ん
で
す
。
同
じ
地
区
に
住
む

者
同
士
が
、
年
に
１
回
、
子
ど
も
の
こ
と
を
真
剣
に

話
し
合
う
場
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
地
域
で
子
ど
も

を
見
守
る
・
育
て
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
今
後
も
継
続

し
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
区
内
の
学
校
で
も
、
こ
う
し
た
集

会
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
、
児
童
委
員
と
し

て
、
子
ど
も
達
の
未
来
を
語
る
「
ミ
ニ
集
会
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

はじめの一歩８

豊畑地区（民児協）の概要
●人口 4,458 人／●65 歳以上高齢
者数 1,077 人／●高齢化率 24.2％
／●担当区域：井戸野上通り、井
戸野中通り、井戸野下通り、川口、
泉川、大塚原、駒込／●児童委員
数 11 人（男９・女２人）／●区域
内 学 校：豊 畑 小 学 校（全 児 童 数
205 人、明治９年 12 月創立）
※平成 29 年４月現在

（
13
時
40
分
〜
14
時
25
分
）

　
●
授
業
参
観
（
各
教
室
）

（
14
時
40
分
〜
15
時
30
分
）

　
●
教
育
懇
談
会
・
ミ
ニ
集
会
（
体
育
館
）

　
①
全
体
会
（
14
時
40
分
〜
55
分
）

　
　
○
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
○（
講
話
）「
児
童
の
安
全
を
支
え
る
環
境 

づ
く
り
」

　
　
　（
講
師
）
旭
市
教
育
委
員
会

　
②
分
科
会
（
14
時
55
分
〜
15
時
30
分
）

　
　（
テ
ー
マ
）「
児
童
の
安
全
を
支
え
る
た
め
に
　
　

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者･

地
域
が
で
き
る
こ
と
」

　
　（
方
　
法
）    

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
う
。

（
15
時
45
分
〜
16
時
30
分
）

　
●
学
級
懇
談
会
（
各
教
室
）

平
成
29
年
度
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※

「
教
育
懇
談
会
」の
案
内
は
、地
域
住
民
に
は
回
覧
板
、

　
関
係
者
（
区
長
・
青
少
年
相
談
員
・
子
供
会
・
老
人

　
ク
ラ
ブ
・
保
健
推
進
員
・
社
会
教
育
委
員
・
地
区
社

　
協
等
）
に
は
、
小
学
校
よ
り
個
別
に
案
内
が
あ
る
。

倉橋駅
飯岡駅

旭駅干潟駅
R126

旭市

香取市
東庄町

銚子市

匝瑳市
九十九里浜

豊畑地区
豊畑小

太平洋



学校のミニ集会に参加しよう！

　県教育委員会では、平成 12 年より「学校を
核とした県内 1000 か所ミニ集会」と題し、学
校職員と保護者や地域住民が学校・家庭・地域
の様々な教育課題について、本音で語り合う「ミ
ニ集会」の開催を推進しています。
　現在、（千葉市を除く）県内全ての公立学校で
実施されており、多くの児童委員が参加してい
ます。参加されたことのない皆さんは、学校職
員や保護者と交流を持つよい機会です。市町村
教育委員会や区域内の学校等にお問い合わせの

ミニ集会の概要

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

義務教育学校

計（又は平均）

開催校

690

323

128

37

１

1,179

参加人数

45,738

24,242

5,860

2,031

31

77,902

62.8%

65.0%

88.3%

78.4%

100%

66.7%

地域と連携
した開催

学校・家庭・地域の連携
　防災・防犯・安全・子育て･あいさつ運動・キャリア教育等
学校運営･指導
　いじめ・不登校・福祉教育・地域と連携した教育等
子育て･しつけ
　食育・親子のコミュニケーション・悩みへの関わり方等
その他
　情報モラル・自転車の乗り方・18 歳選挙権等

平成 28年度
実施件数

●ねらい　①家庭と地域が理解し合い、協力し合う環境づくり
　　　　　②地域住民の声を学校運営に生かす開かれた学校づくり
　　　　　③学校を核とした地域コミュニティの構築

●対象　　（千葉市を除く）県内全ての公立小学校・中学校・高等
　　　　　学校・特別支援学校・義務教育学校

●場所　　当該校の教室や体育館等

●参加者　学校職員・保護者・地域住民等

●テーマ　学校ごとに内容やテーマは異なる。主なテーマは下記の
　　　　　通り。また、地域と連携し、ミニ集会の企画･運営をし
　　　　　た学校が増えている（下表）。

（千葉県県庁HP）トップページのサイト内検索で「学
校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」で検索／（担当
部署）県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地
域連携室　043-223-4167

上、ぜひ参加してみ
ましょう。
　県庁ホームページ
には、平成 29 年度
の市町村・学校別の
実 施 日（予 定 含 む）
やその内容が掲載さ
れ て い ま す。ま た、
過去の具体的な実施
内容も掲載されてい
ますので、一度ご覧
ください。
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８　はじめの一歩　～教育懇談会～

ちば民児協だより第 74 号

（取材日）平成 29 年７月 13 日（木）／（写真）活動風景の写真５枚は、豊畑地区から提供／（参考）千葉県庁・旭市・旭市社協・豊畑小 HP 他

グループ討議前の講話。H29 年度は、市教
育委員会による「児童の見守り」について。

それぞれの立場で、登下校や地域の危険箇
所など気づいた点を話している。

保護者以外にも、教育･福祉・防犯･消防関
係者などが参加している。

同校は各学年１クラス。授業参観は 45 分間。

豊畑地区民児協のみなさん。左から会計の橋村さん、副会長の池田さん、林
会長、主任児童委員の川上さんと松井さん。

グランドゴルフ体験後、老人クラブのみな
さんと給食をとる小学５年生。

　豊畑地区では、その他下記イベン
トを通して地域住民と交流している。
　●田植え･稲刈り体験
　●餅つき大会（小学生の演奏等も）
　●学校公開日（年３回：６・11・２月）
　●ふれあい交流会（グランドゴル
　　フ大会＆給食）　※下記写真

　
昨
年
、
開
校
百
四
十
周
年
を
迎
え
た
豊
畑
小
学
校
。

　
開
校
時
に
校
訓
と
さ
れ
た
の
が
、「
一
致
協
和
学

徳
併
進
」と
い
う
言
葉
。
学
校
だ
よ
り
に
よ
る
と
、「
保

護
者
も
先
生
も
児
童
も
地
域
住
民
も
、
一
致
協
力
し

合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
徳
育
を
育
て
良
い
学

校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
意
な
の
だ
そ
う
。

　
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
児
童
委
員
の
大
半
も
同

校
卒
業
生
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、「
お
ら
が
街

の
学
校
」
と
い
う
意
識
は
強
い
よ
う
で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
12
年
よ
り
「（
左
頁

下
段
）
ミ
ニ
集
会
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
同
校

で
は
平
成
10
年
頃
よ
り
、
地
域
と
学
校
、
保
護
者
が

意
見
交
換
す
る
会
合
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
毎
年
７
月
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
（
下
記
参

照
）」
と
し
て
開
催
。
地
域
住
民
と
児
童
委
員
ら
関

係
者
は
、
授
業
参
観
と
教
育
懇
談
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
教
育
懇
談
会
で
は
、そ
の
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
同
じ
地
区
に
住
む
保
護
者
や
地
域
住
民
、
関
係

者
が
円
座
に
な
っ
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
林
正
夫
・
豊
畑
地
区
民
児
協
会
長
は
、「
み
ん
な

昔
か
ら
の
顔
見
知
り
な
ん
で
す
。
同
じ
地
区
に
住
む

者
同
士
が
、
年
に
１
回
、
子
ど
も
の
こ
と
を
真
剣
に

話
し
合
う
場
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
地
域
で
子
ど
も

を
見
守
る
・
育
て
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
今
後
も
継
続

し
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
区
内
の
学
校
で
も
、
こ
う
し
た
集

会
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
、
児
童
委
員
と
し

て
、
子
ど
も
達
の
未
来
を
語
る
「
ミ
ニ
集
会
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

はじめの一歩８

豊畑地区（民児協）の概要
●人口 4,458 人／●65 歳以上高齢
者数 1,077 人／●高齢化率 24.2％
／●担当区域：井戸野上通り、井
戸野中通り、井戸野下通り、川口、
泉川、大塚原、駒込／●児童委員
数 11 人（男９・女２人）／●区域
内 学 校：豊 畑 小 学 校（全 児 童 数
205 人、明治９年 12 月創立）
※平成 29 年４月現在

（
13
時
40
分
〜
14
時
25
分
）

　
●
授
業
参
観
（
各
教
室
）

（
14
時
40
分
〜
15
時
30
分
）

　
●
教
育
懇
談
会
・
ミ
ニ
集
会
（
体
育
館
）

　
①
全
体
会
（
14
時
40
分
〜
55
分
）

　
　
○
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
○（
講
話
）「
児
童
の
安
全
を
支
え
る
環
境 

づ
く
り
」

　
　
　（
講
師
）
旭
市
教
育
委
員
会

　
②
分
科
会
（
14
時
55
分
〜
15
時
30
分
）

　
　（
テ
ー
マ
）「
児
童
の
安
全
を
支
え
る
た
め
に
　
　

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者･

地
域
が
で
き
る
こ
と
」

　
　（
方
　
法
）    

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
う
。

（
15
時
45
分
〜
16
時
30
分
）

　
●
学
級
懇
談
会
（
各
教
室
）

平
成
29
年
度
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※

「
教
育
懇
談
会
」の
案
内
は
、地
域
住
民
に
は
回
覧
板
、

　
関
係
者
（
区
長
・
青
少
年
相
談
員
・
子
供
会
・
老
人

　
ク
ラ
ブ
・
保
健
推
進
員
・
社
会
教
育
委
員
・
地
区
社

　
協
等
）
に
は
、
小
学
校
よ
り
個
別
に
案
内
が
あ
る
。

倉橋駅
飯岡駅

旭駅干潟駅
R126

旭市

香取市
東庄町

銚子市

匝瑳市
九十九里浜

豊畑地区
豊畑小

太平洋



2627

（取材日）平成 29 年９月２日（土）
（参　考）松戸市・松戸市教育委員会 HP

新規の場合、受付で参加カードを
作成。２回目以降はシールを貼付。

ティッシュ BOX 積み。最高記録は７箱。

水中コイン落とし。１円玉を水槽内のお皿へ。

ホールの中央はフリースペース。

最後はお菓子を３つプレゼント。

バルーン作り。男の子には剣が人気。

ジャンケン大会

松戸市常盤平地区民児協のみなさん（OB 含む）。上段左から２人目が本ルーム責任者で主任
児童委員の木本さん、４人目が亀澤初見地区民児協会長。 給水所

開始 10 分前。事前に、委員さんも「スク
エアボックス」の折り方を勉強。

折り紙コーナー。この日は「スクエアボッ
クス」作り。

舞台上は、将棋やオセロ、ラッキーパズル
などのボードゲームコーナー。

会場のホール

　
平
成
20
年
10
月
、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

と
「
家
庭
力
の
支
援
」
を
目
的
に
開
始
さ
れ
た
、

常
盤
平
地
区
民
児
協
の
「
Ｔ’
ｓ
ル
ー
ム
」。

　
都
内
ま
で
30
分
圏
内
に
あ
る
松
戸
市
で
は
、
近

年
人
口
の
増
加
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
共
働
き
世

帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、
そ
し
て
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
達
が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
学
童
の
対
象
で
は
な
い
子
ど
も

達（
当
時
は
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
）の
た
め
に
、

何
か
児
童
委
員
と
し
て
で
き
な
い
か
と
検
討
さ
れ

た
の
が
、
こ
の
居
場
所
づ
く
り
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
も
、
地
区
社
協
主
催
の
子
育
て
サ
ロ

ン
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
常
盤
平
地
区
民

児
協
が
目
指
し
た
の
は
、「
子
育
て
（
を
す
る
親
へ

の
）
支
援
」
を
含
め
た
、「
子
ど
も
（
へ
の
）
支
援
」

が
で
き
る
場
づ
く
り
で
し
た
。

・

　
開
催
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
の
14
〜
16
時
の
２

時
間
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
２
級（
左
下※

）

の
資
格
を
持
つ
木
本
さ
ん
が
、
５
・
６
種
類
の
月

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。手
遊
び
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
な
ど
座
っ
て
遊
ぶ
も
の
か
ら
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
身
体
を
動
か
す
も
の
ま
で
、
異
な
る
年
齢
で
も

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
子
ど
も
達
に
話
を
聴
く
と
、「
普
段
で

き
な
い
遊
び
が
で
き
る
か
ら
」と
い
う
意
見
や
、「
兄

弟
（
姉
妹
）
が
い
な
い
か
ら
、
低
学
年
の
子
と
遊

べ
る
の
も
楽
し
い
」
と
、
な
か
な
か
の
評
判
で
す
。

　
初
年
度
の
参
加
者
が
35
名
だ
っ
た
Ｔ’
ｓ
ル
ー
ム

も
、
今
で
は
年
間
４
〜
５
百
名
の
参
加
者
が
集
う

ほ
ど
、
児
童
に
定
着
し
た
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
亀
澤
初
見
・
地
区
民
児
協
会
長
は
、「
異
動
の
多

い
学
校
の
先
生
や
専
門
機
関
と
の
定
期
的
な
意
見

交
換
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
民
児
協
で
ポ
ス
タ
ー
や

広
報
誌
を
作
製
し
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し

て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
さ

ら
に
、「
学
校
と
の
情
報
共
有
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
関
係
も
深
ま
り
、

地
域
で
子
ど
も
達
を
見
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
民
児
協
は
、
こ
う
し
た
健
全
育
成
の
場
を
作

る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も

達
へ
の
見
守
り
や
、
子
育
て
世
帯
の
「
家
庭
力
の

支
援
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

はじめの一歩９ 居場所「
子
ど
も
」
と
つ
な
が
る
場
所
を 常盤平地区（民児協）の概要

●人口 18,231 人／●65 歳以上高齢者数 4,653
人／●高齢化率 25.5％／●主な担当区域：常盤
平１～７丁目・牧の原公団／●児童委員数 22
人（男７・女 15 人）／●区域内学校：常盤平
第一小（全児童数 237 人）・常盤平第二小（500
人）・牧の原小（623 人）・常盤平中学校（708 人）
※平成 28 年 12 月現在

●コンセプト：「自由に遊ぼうよ」／●主催：常盤平地区民児協／●開催回数：月１回・毎月第１土曜日／●場所：常盤平
市民センターホール又は常盤平体育館／●時間：14 時～ 16 時（準備は 13 時 15 分頃から）／●対象者：小学生・中学生（幼
児も可）／●参加費：無料／●スタッフ：児童委員 22 名／●児童参加者数：（H28 年度延べ）422 名／●経費：会場費は無料。
地区民児協予算から、イベント代など約５万円、PR ポスター・チラシなど約２万円、保険代約１万円を支出。その他、地
区民児協だより（約 1,000 部・3.5 万円）もあるため、機会あるごとに助成制度を活用／●その他メニュー：迷路づくり・じゃ
んけんポンゲーム・ジェンガ・ハロウィン歓迎・キャンディリース・ホールインワン・バランスゲーム・フリスビー飛ばし・カッ
プカーリング・キッチンペーパーボーリング／バルーンアート／創作折り紙／夏祭りやクリスマス会など季節イベントも。

T’ｓルーム（概要）

※「レクリエーション介護士」の詳細は、一般社団法人 日本アクティブコミュニティ協会 HP（https://www.japan-ac.jp/index.html）をご
　参照ください。

柏市

鎌
ケ
谷
市

市川市

流
山
市

江戸川

松
戸
市

東
京
都

埼
玉
県

茨城県

利根川

白井市

野田市

印西市

我孫子市

船橋市

八千代市

常盤平第二小

常盤平駅

五香駅

新八柱駅
新京成線

JR 武蔵野線

R281

R51

21
世
紀
の

森
と
広
場

牧野原小

常盤平中常盤第一小

常盤平地区略図

松戸市周辺図

※その他、近隣の高木小・常盤平第三小・第四中・
　金ケ作中・牧の原中とも担当学校として連携。



2627

（取材日）平成 29 年９月２日（土）
（参　考）松戸市・松戸市教育委員会 HP

新規の場合、受付で参加カードを
作成。２回目以降はシールを貼付。

ティッシュ BOX 積み。最高記録は７箱。

水中コイン落とし。１円玉を水槽内のお皿へ。

ホールの中央はフリースペース。

最後はお菓子を３つプレゼント。

バルーン作り。男の子には剣が人気。

ジャンケン大会

松戸市常盤平地区民児協のみなさん（OB 含む）。上段左から２人目が本ルーム責任者で主任
児童委員の木本さん、４人目が亀澤初見地区民児協会長。 給水所

開始 10 分前。事前に、委員さんも「スク
エアボックス」の折り方を勉強。

折り紙コーナー。この日は「スクエアボッ
クス」作り。

舞台上は、将棋やオセロ、ラッキーパズル
などのボードゲームコーナー。

会場のホール

　
平
成
20
年
10
月
、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

と
「
家
庭
力
の
支
援
」
を
目
的
に
開
始
さ
れ
た
、

常
盤
平
地
区
民
児
協
の
「
Ｔ’
ｓ
ル
ー
ム
」。

　
都
内
ま
で
30
分
圏
内
に
あ
る
松
戸
市
で
は
、
近

年
人
口
の
増
加
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
共
働
き
世

帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、
そ
し
て
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
達
が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
学
童
の
対
象
で
は
な
い
子
ど
も

達（
当
時
は
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
）の
た
め
に
、

何
か
児
童
委
員
と
し
て
で
き
な
い
か
と
検
討
さ
れ

た
の
が
、
こ
の
居
場
所
づ
く
り
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
も
、
地
区
社
協
主
催
の
子
育
て
サ
ロ

ン
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
常
盤
平
地
区
民

児
協
が
目
指
し
た
の
は
、「
子
育
て
（
を
す
る
親
へ

の
）
支
援
」
を
含
め
た
、「
子
ど
も
（
へ
の
）
支
援
」

が
で
き
る
場
づ
く
り
で
し
た
。

・

　
開
催
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
の
14
〜
16
時
の
２

時
間
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
２
級（
左
下※

）

の
資
格
を
持
つ
木
本
さ
ん
が
、
５
・
６
種
類
の
月

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。手
遊
び
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
な
ど
座
っ
て
遊
ぶ
も
の
か
ら
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
身
体
を
動
か
す
も
の
ま
で
、
異
な
る
年
齢
で
も

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
子
ど
も
達
に
話
を
聴
く
と
、「
普
段
で

き
な
い
遊
び
が
で
き
る
か
ら
」と
い
う
意
見
や
、「
兄

弟
（
姉
妹
）
が
い
な
い
か
ら
、
低
学
年
の
子
と
遊

べ
る
の
も
楽
し
い
」
と
、
な
か
な
か
の
評
判
で
す
。

　
初
年
度
の
参
加
者
が
35
名
だ
っ
た
Ｔ’
ｓ
ル
ー
ム

も
、
今
で
は
年
間
４
〜
５
百
名
の
参
加
者
が
集
う

ほ
ど
、
児
童
に
定
着
し
た
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
亀
澤
初
見
・
地
区
民
児
協
会
長
は
、「
異
動
の
多

い
学
校
の
先
生
や
専
門
機
関
と
の
定
期
的
な
意
見

交
換
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
民
児
協
で
ポ
ス
タ
ー
や

広
報
誌
を
作
製
し
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し

て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
さ

ら
に
、「
学
校
と
の
情
報
共
有
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
関
係
も
深
ま
り
、

地
域
で
子
ど
も
達
を
見
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
民
児
協
は
、
こ
う
し
た
健
全
育
成
の
場
を
作

る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も

達
へ
の
見
守
り
や
、
子
育
て
世
帯
の
「
家
庭
力
の

支
援
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

はじめの一歩９ 居場所「
子
ど
も
」
と
つ
な
が
る
場
所
を 常盤平地区（民児協）の概要

●人口 18,231 人／●65 歳以上高齢者数 4,653
人／●高齢化率 25.5％／●主な担当区域：常盤
平１～７丁目・牧の原公団／●児童委員数 22
人（男７・女 15 人）／●区域内学校：常盤平
第一小（全児童数 237 人）・常盤平第二小（500
人）・牧の原小（623 人）・常盤平中学校（708 人）
※平成 28 年 12 月現在

●コンセプト：「自由に遊ぼうよ」／●主催：常盤平地区民児協／●開催回数：月１回・毎月第１土曜日／●場所：常盤平
市民センターホール又は常盤平体育館／●時間：14 時～ 16 時（準備は 13 時 15 分頃から）／●対象者：小学生・中学生（幼
児も可）／●参加費：無料／●スタッフ：児童委員 22 名／●児童参加者数：（H28 年度延べ）422 名／●経費：会場費は無料。
地区民児協予算から、イベント代など約５万円、PR ポスター・チラシなど約２万円、保険代約１万円を支出。その他、地
区民児協だより（約 1,000 部・3.5 万円）もあるため、機会あるごとに助成制度を活用／●その他メニュー：迷路づくり・じゃ
んけんポンゲーム・ジェンガ・ハロウィン歓迎・キャンディリース・ホールインワン・バランスゲーム・フリスビー飛ばし・カッ
プカーリング・キッチンペーパーボーリング／バルーンアート／創作折り紙／夏祭りやクリスマス会など季節イベントも。

T’ｓルーム（概要）

※「レクリエーション介護士」の詳細は、一般社団法人 日本アクティブコミュニティ協会 HP（https://www.japan-ac.jp/index.html）をご
　参照ください。

柏市

鎌
ケ
谷
市

市川市

流
山
市

江戸川

松
戸
市

東
京
都

埼
玉
県

茨城県

利根川

白井市

野田市

印西市

我孫子市

船橋市

八千代市

常盤平第二小

常盤平駅

五香駅

新八柱駅
新京成線

JR 武蔵野線

R281

R51

21
世
紀
の

森
と
広
場

牧野原小

常盤平中常盤第一小

常盤平地区略図

松戸市周辺図

※その他、近隣の高木小・常盤平第三小・第四中・
　金ケ作中・牧の原中とも担当学校として連携。
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10　はじめの一歩　～切れ目のない支援と児童委員活動の基盤づくり～

ちば民児協だより第 74 号

行政 HP（内閣府・厚生労働省・文部科学省・千葉県・
浦安市・習志野市・君津市・我孫子市ほか）／ベネッ
セ教育総合研究所 HP（研究室トピックス「日本版ネ
ウボラ導入への課題とは」）／コトバンク HP ／日経
デュアル HP「フィンランドの切れ目ない家族支援「ネ
ウボラ」／高橋睦子氏取材記事ほか

参考
出典

「地域学校協働活動」・「放課後子供教室」・「放課
後児童健全育成事業」・「地域未来塾」・「土曜日等
の教育活動」・「全国の取組事例」をはじめ、関連
資料や通知なども掲載。

　
近
年
、
国
に
お
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
渡
る
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
（
通
称
・
日
本

版
ネ
ウ
ボ
ラ
）」
を
目
指
し
、
母
子
保
健
分
野
と
子

育
て
支
援
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
支
援
体
制
等
を

再
構
築
し
、
利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
、
ま
た
成

長
段
階
や
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
の
環

境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
29
年
４
月
に
は
、
母
子
保

健
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
子
育
て
拠
点
で
あ
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
（
市

町
村
の
努
力
義
務
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
（※

）

と
し
て
、
保
健
師
等
の
専
門
職
に
よ
る
面
接
等
を

通
し
て
、
妊
産
婦
等
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
・

支
援
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」
を

意
味
す
る
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

妊
娠
期
か
ら
子
ど
も
の
就
学
前
ま
で
、
母
子
だ
け

で
は
な
く
家
族
全
体
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
、
こ
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と

呼
ば
れ
る
施
設
が
各
自
治
体
（
約
８
０
０
ヶ
所
）

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
親
同

士
が
交
流
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、母
親
と
「
対

話
」
を
す
る
こ
と
。
ネ
ウ
ボ
ラ
お
ば
さ
ん
と
呼
ば

れ
る
保
健
師
が
母
親
と
一
緒
に
、
妊
娠
の
経
過
や

出
産
、
育
児
、
夫
婦
や
家
族
に
関
す
る
こ
と
、
そ

の
時
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
30
分
か

ら
１
時
間
か
け
て
じ
っ
く
り
と
対
話
し
ま
す
。

　
保
健
師
は
、
精
神
的
な
ケ
ア
も
行
い
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
自
治
体
等
に
つ
な
ぐ

こ
と
（
情
報
共
有
含
む
）
は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も
役
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
無
料
の
健
診
や
保
健
指
導
な
ど
は
、

個
別
面
談
を
基
本
に
、
妊
娠
期
（
10
回
前
後
）
か

ら
一
定
期
間
ご
と
に
行
わ
れ
、
産
後
の
母
子
健
診

や
歯
科
健
診
な
ど
も
、
同
施
設
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
母
親
だ
け
で
は
な
く
、
父

親
や
兄
弟
・
姉
妹
な
ど
も
含
め
た
家
族
全
員
と
の

総
合
健
診
が
あ
る
点
も
特
長
的
で
す
。

　
同
じ
保
健
師
が
一
貫
し
て
担
当
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
や
悩
み
な
ど
を
共
有
す
る
中
で
、

信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
日
本
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う

な
母
親
の
孤
立
化
も
少
な
く
、
課
題
の
早
期
発
見
・

支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ネ
ウ
ボ
ラ
で
の
健
診
等
を
受
け
る
こ
と

を
前
提
に
、
新
生
児
か
ら
１
歳
ま
で
に
必
要
な
肌

着
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
約
50
点
が
詰
ま
っ
た
「
ベ
イ

ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

現
金
支
給
の
選
択
も
可
能
で
す
が
、
約
７
割
は
こ

ち
ら
を
選
択
。
受
診
率
も
百
％
に
近
く
、
妊
婦
健

診
へ
の
動
機
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・

　
県
内
の
浦
安
市
で
も
、
平
成
27
年
か
ら
浦
安
版

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
開
始
。
市
が
独
自
養
成
す

る
「
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
と
保
健
師
が
、①

妊
娠
時
、②
出
産
前
後
、③
子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生

日
前
後
の
計
３
回
、
妊
娠
期
の
過
ご
し
方
や
子
育

て
の
目
標
、
受
け
ら
れ
る
市
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に

関
す
る
子
育
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
、
母
親
と
一
緒
に

作
成
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
子
育
て
相
談
室
（
面

談
・
電
話
）」
等
で
の
相
談
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、②
の
時
期
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

方
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
同
様
、
肌
着
等
の
入
っ

た
「
こ
ん
に
ち
は 

あ
か
ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
」
を
配
付

す
る
ほ
か
、市
内
協
賛
事
業
者
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
（
②
・
③
の
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
24
の
自
治
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
市
町
村
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
県
児
童
家
庭
課
調
べ
）

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
連
携
し
、「
切

れ
目
の
な
い
支
援
」
の
中
で
、
ど
の
部
分
を
地
域

で
活
動
す
る
児
童
委
員
が
担
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、「
乳
幼
児
全
戸
訪
問
事
業
」
の
よ

う
に
、
児
童
委
員
が
訪
問
者
（
の
一
員
）
と
し
て

※

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
と
は
、
１
か
所
で
用
事
が
足
り
る

　
こ
と
。
何
で
も 
揃
う
こ
と
（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）

制
度
上
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
子

育
て
世
帯
と
の
関
わ
り
方
や
距
離
の
取
り
方
が
難

し
い
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、子
育
て
支
援
活
動
へ
の「
は
じ
め
の
一
歩
」

と
し
て
は
、
本
号
で
ご
紹
介
す
る
取
り
組
み
や
定

期
的
な
意
見
交
換
な
ど
を
足
掛
か
り
に
、
関
係
機

関
や
専
門
職
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
事
例
検
討
や
左
記
事
項
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
児
童
委
員
活
動
の
基
盤
を
し
っ
か
り

形
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

はじめの一歩10

切
れ
目
の
な
い
支
援

児
童
委
員
活
動
の
基
盤
づ
く
り
を

学校と地域でつくる学びの未来
厚生労働省・文部科学省 運営サイト

（URL）http://manabi-mirai.mext.go.jp/

　本稿では、近年の子育て施策の中で、目にする
機会の増えた「切れ目のない支援」の概要について、
またこれまでご紹介した県内児童委員による取り
組みを踏まえて、「児童委員活動の基盤づくり」に
ついて考えてみたいと思います。

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

●
民
児
協
の
組
織
と
し
て
児
童
委
員
活
動
を

　
　
子
育
て
支
援
活
動
は
、
特
定
の
委
員
に
任
せ
る

　
こ
と
な
く
、
民
児
協
の
活
動
と
し
て
き
ち
ん
と
位

　
置
づ
け
ま
し
ょ
う
。
個
別
ケ
ー
ス
を
持
つ
委
員
に

　
は
組
織
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
。

●
児
童
委
員
協
議
会
と
し
て
の
定
例
会
を

　
　
定
例
会
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
議
題
も

　
設
定
し
、
事
例
検
討
や
意
見
交
換
、
主
任
児
童
委

　
員
の
活
動
発
表
の
時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

●
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
を

　
　
広
域
を
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
、
区
域
担

　
当
の
児
童
委
員
と
一
緒
に
、（
必
要
に
応
じ
て
）

　
個
別
の
相
談
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
情
報
の
共
有
と
連
携
し
た
活
動
を
。

●
市
町
村
と
地
域
の
子
育
て
情
報
の
把
握
を

　
　
子
育
て
環
境
や
施
策
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

　
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

　
と
あ
わ
せ
て
、
定
期
的
に
情
報
を
把
握
す
る
場
を

　
設
け
ま
し
ょ
う
。

民
児
協
と
し
て
再
確
認

●小１の壁
　　主に、共働きやひとり親家庭において、小学校入学を期に親の退社時間まで
　子どもを預けることが困難となり、仕事と育児の両立が難しくなること。
●放課後児童クラブ
　　共働きなどの理由で帰宅しても保護者がいない家庭を対象とする児童福祉法
　に基づく厚生労働省所管事業。教員免許や保育士等の資格保有者がおり有料。
　自治体により名称は異なるが、「学童」と略されることも。
●放課後子ども教室
　　全児童が対象。安全管理員や学習アドバイザー、地域住民ボランティアが、
　子どもとスポーツや文化活動等を行う文部科学省所管事業。登録制・無料。
●地域学校協働活動
　　「学校を核とした地域づくり」を目指し、それまでの地域による学校への「支
　援」から、地域と学校が双方向に「連携・協働」した取り組みを行うこと。

　文部科学省と厚生労働省では、「小１の壁（下記※）」を取り除き、児童が
放課後を安全・安心に過ごし多様な体験や活動ができるよう「放課後子ども
総合プラン（平成 26 年度策定）」を推進。厚生労働省所管の「放課後児童
クラブ」と、文部科学省所管の「放課後子ども教室」の一体的な運営を目指
しています。右記サイトには、地域の関係機関の一つとして、民生委員児童
委員との連携も想定した下記取り組みに関することも掲載されています。
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10　はじめの一歩　～切れ目のない支援と児童委員活動の基盤づくり～

ちば民児協だより第 74 号

行政 HP（内閣府・厚生労働省・文部科学省・千葉県・
浦安市・習志野市・君津市・我孫子市ほか）／ベネッ
セ教育総合研究所 HP（研究室トピックス「日本版ネ
ウボラ導入への課題とは」）／コトバンク HP ／日経
デュアル HP「フィンランドの切れ目ない家族支援「ネ
ウボラ」／高橋睦子氏取材記事ほか

参考
出典

「地域学校協働活動」・「放課後子供教室」・「放課
後児童健全育成事業」・「地域未来塾」・「土曜日等
の教育活動」・「全国の取組事例」をはじめ、関連
資料や通知なども掲載。

　
近
年
、
国
に
お
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
渡
る
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
（
通
称
・
日
本

版
ネ
ウ
ボ
ラ
）」
を
目
指
し
、
母
子
保
健
分
野
と
子

育
て
支
援
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
支
援
体
制
等
を

再
構
築
し
、
利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
、
ま
た
成

長
段
階
や
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
の
環

境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
29
年
４
月
に
は
、
母
子
保

健
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
子
育
て
拠
点
で
あ
る

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
（
市

町
村
の
努
力
義
務
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
（※

）

と
し
て
、
保
健
師
等
の
専
門
職
に
よ
る
面
接
等
を

通
し
て
、
妊
産
婦
等
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
・

支
援
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」
を

意
味
す
る
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

妊
娠
期
か
ら
子
ど
も
の
就
学
前
ま
で
、
母
子
だ
け

で
は
な
く
家
族
全
体
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
、
こ
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と

呼
ば
れ
る
施
設
が
各
自
治
体
（
約
８
０
０
ヶ
所
）

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
親
同

士
が
交
流
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、母
親
と
「
対

話
」
を
す
る
こ
と
。
ネ
ウ
ボ
ラ
お
ば
さ
ん
と
呼
ば

れ
る
保
健
師
が
母
親
と
一
緒
に
、
妊
娠
の
経
過
や

出
産
、
育
児
、
夫
婦
や
家
族
に
関
す
る
こ
と
、
そ

の
時
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
30
分
か

ら
１
時
間
か
け
て
じ
っ
く
り
と
対
話
し
ま
す
。

　
保
健
師
は
、
精
神
的
な
ケ
ア
も
行
い
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
自
治
体
等
に
つ
な
ぐ

こ
と
（
情
報
共
有
含
む
）
は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も
役
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
無
料
の
健
診
や
保
健
指
導
な
ど
は
、

個
別
面
談
を
基
本
に
、
妊
娠
期
（
10
回
前
後
）
か

ら
一
定
期
間
ご
と
に
行
わ
れ
、
産
後
の
母
子
健
診

や
歯
科
健
診
な
ど
も
、
同
施
設
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
母
親
だ
け
で
は
な
く
、
父

親
や
兄
弟
・
姉
妹
な
ど
も
含
め
た
家
族
全
員
と
の

総
合
健
診
が
あ
る
点
も
特
長
的
で
す
。

　
同
じ
保
健
師
が
一
貫
し
て
担
当
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
や
悩
み
な
ど
を
共
有
す
る
中
で
、

信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
日
本
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う

な
母
親
の
孤
立
化
も
少
な
く
、
課
題
の
早
期
発
見
・

支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ネ
ウ
ボ
ラ
で
の
健
診
等
を
受
け
る
こ
と

を
前
提
に
、
新
生
児
か
ら
１
歳
ま
で
に
必
要
な
肌

着
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
約
50
点
が
詰
ま
っ
た
「
ベ
イ

ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

現
金
支
給
の
選
択
も
可
能
で
す
が
、
約
７
割
は
こ

ち
ら
を
選
択
。
受
診
率
も
百
％
に
近
く
、
妊
婦
健

診
へ
の
動
機
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・

　
県
内
の
浦
安
市
で
も
、
平
成
27
年
か
ら
浦
安
版

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
開
始
。
市
が
独
自
養
成
す

る
「
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
と
保
健
師
が
、①

妊
娠
時
、②
出
産
前
後
、③
子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生

日
前
後
の
計
３
回
、
妊
娠
期
の
過
ご
し
方
や
子
育

て
の
目
標
、
受
け
ら
れ
る
市
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に

関
す
る
子
育
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
、
母
親
と
一
緒
に

作
成
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
子
育
て
相
談
室
（
面

談
・
電
話
）」
等
で
の
相
談
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、②
の
時
期
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

方
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
同
様
、
肌
着
等
の
入
っ

た
「
こ
ん
に
ち
は 

あ
か
ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
」
を
配
付

す
る
ほ
か
、市
内
協
賛
事
業
者
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
（
②
・
③
の
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
）
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
24
の
自
治
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
市
町
村
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
県
児
童
家
庭
課
調
べ
）

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
連
携
し
、「
切

れ
目
の
な
い
支
援
」
の
中
で
、
ど
の
部
分
を
地
域

で
活
動
す
る
児
童
委
員
が
担
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、「
乳
幼
児
全
戸
訪
問
事
業
」
の
よ

う
に
、
児
童
委
員
が
訪
問
者
（
の
一
員
）
と
し
て

※

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
と
は
、
１
か
所
で
用
事
が
足
り
る

　
こ
と
。
何
で
も 

揃
う
こ
と
（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）

制
度
上
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
子

育
て
世
帯
と
の
関
わ
り
方
や
距
離
の
取
り
方
が
難

し
い
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、子
育
て
支
援
活
動
へ
の「
は
じ
め
の
一
歩
」

と
し
て
は
、
本
号
で
ご
紹
介
す
る
取
り
組
み
や
定

期
的
な
意
見
交
換
な
ど
を
足
掛
か
り
に
、
関
係
機

関
や
専
門
職
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
事
例
検
討
や
左
記
事
項
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
児
童
委
員
活
動
の
基
盤
を
し
っ
か
り

形
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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切
れ
目
の
な
い
支
援

児
童
委
員
活
動
の
基
盤
づ
く
り
を

学校と地域でつくる学びの未来
厚生労働省・文部科学省 運営サイト

（URL）http://manabi-mirai.mext.go.jp/

　本稿では、近年の子育て施策の中で、目にする
機会の増えた「切れ目のない支援」の概要について、
またこれまでご紹介した県内児童委員による取り
組みを踏まえて、「児童委員活動の基盤づくり」に
ついて考えてみたいと思います。

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

●
民
児
協
の
組
織
と
し
て
児
童
委
員
活
動
を

　
　
子
育
て
支
援
活
動
は
、
特
定
の
委
員
に
任
せ
る

　
こ
と
な
く
、
民
児
協
の
活
動
と
し
て
き
ち
ん
と
位

　
置
づ
け
ま
し
ょ
う
。
個
別
ケ
ー
ス
を
持
つ
委
員
に

　
は
組
織
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
。

●
児
童
委
員
協
議
会
と
し
て
の
定
例
会
を

　
　
定
例
会
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
議
題
も

　
設
定
し
、
事
例
検
討
や
意
見
交
換
、
主
任
児
童
委

　
員
の
活
動
発
表
の
時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

●
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
を

　
　
広
域
を
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
、
区
域
担

　
当
の
児
童
委
員
と
一
緒
に
、（
必
要
に
応
じ
て
）

　
個
別
の
相
談
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
情
報
の
共
有
と
連
携
し
た
活
動
を
。

●
市
町
村
と
地
域
の
子
育
て
情
報
の
把
握
を

　
　
子
育
て
環
境
や
施
策
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

　
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

　
と
あ
わ
せ
て
、
定
期
的
に
情
報
を
把
握
す
る
場
を

　
設
け
ま
し
ょ
う
。

民
児
協
と
し
て
再
確
認

●小１の壁
　　主に、共働きやひとり親家庭において、小学校入学を期に親の退社時間まで
　子どもを預けることが困難となり、仕事と育児の両立が難しくなること。
●放課後児童クラブ
　　共働きなどの理由で帰宅しても保護者がいない家庭を対象とする児童福祉法
　に基づく厚生労働省所管事業。教員免許や保育士等の資格保有者がおり有料。
　自治体により名称は異なるが、「学童」と略されることも。
●放課後子ども教室
　　全児童が対象。安全管理員や学習アドバイザー、地域住民ボランティアが、
　子どもとスポーツや文化活動等を行う文部科学省所管事業。登録制・無料。
●地域学校協働活動
　　「学校を核とした地域づくり」を目指し、それまでの地域による学校への「支
　援」から、地域と学校が双方向に「連携・協働」した取り組みを行うこと。

　文部科学省と厚生労働省では、「小１の壁（下記※）」を取り除き、児童が
放課後を安全・安心に過ごし多様な体験や活動ができるよう「放課後子ども
総合プラン（平成 26 年度策定）」を推進。厚生労働省所管の「放課後児童
クラブ」と、文部科学省所管の「放課後子ども教室」の一体的な運営を目指
しています。右記サイトには、地域の関係機関の一つとして、民生委員児童
委員との連携も想定した下記取り組みに関することも掲載されています。
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ちば民児協だより第 74 号（公財）千葉県民生委員児童委員協議会

平
成
28
年
度

事
業
報
告

（概要版）

２ 事業報告
決算平成 28 年度

決算（概要版）

※詳細は、本会 HP をご参照ください。
（http://www.chiba-minkyo.or.jp)

種 別

公 務 死 亡

公 務 傷 病

一 般 死 亡

配偶者死亡

一般傷病

災害見舞

０件

一

般

公
務

２ヶ月未満

２ヶ月以上

退任慰労

居 宅

居宅以外

９年未満

９年以上

8 件

25 件

38 件

13 件

81 件

0 件

0 件

1,451 件

986 件

2,602 件計 12,047,000 円

4,930,000 円

4,353,000 円

0 円

0 円

750,000 円

570,000 円

530,000 円

104,000 円

０円

810,000 円

件 数 金 額

物故者委員

配 偶 者

24 件

38 件

62 件計 354,000 円

114,000 円

240,000 円

件 数 金 額種 別

●全国互助事業給付金状況（本会収支には関連なし）

●県民児協弔慰金給付状況

　平成 28 年度の事業決算（正味財産増減計算書）概要は、下図の
通りとなります。より詳細な内容についてご覧になりたい方は、当
会ＨＰに平成 19 年度以降の財務諸表を掲載していますので、そち
らをご覧ください。

①
理
事
会
（
４
回
）

②
評
議
員
会
（
３
回
）

③
正
副
会
長
会
議
（
９
回
）

④
決
算
監
査
会
（
１
回
）

⑤
慶
弔
事
業
（
下
記
の
と
お
り
）

（
委
託
事
業
）

①
単
位
民
児
協
会
長
研
修
会
（
１
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
／
（
場
所
）

　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
／
（
人
数
）
２
８
２
名

②
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
講
座
（
６
回
）

　（
期
日
）
平
成
28
年
９
月
９
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　
横
芝
光
町
文
化
会
館
他
／
（
人
数
）
計
５
７
７
名

③
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
７
回
）

　（
期
日
）
平
成
28
年
４
月
22
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
人
数
）
計
２
０
９
６
名

④
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
１
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）
／
（
場
所
）

　
千
葉
市
民
会
館
／
（
人
数
）
計
４
３
１
名

（
自
主
事
業
）

⑤
相
談
技
法
研
修
会
（
３
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
７
日
（
火
）
他

　（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・（
人
数
）
計
２
７
１
名

①
指
定
民
児
協
助
成
事
業

　（
概
要
）
６
地
区
へ
の
助
成
、
合
同
会
議
の
開
催

②
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
・
ひ
だ
ま
り
合
併
号
の
発
行

　（
概
要
）
年
３
回
発
行
、
編
集
委
員
会
５
回
開
催

③
市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議
・
事
務
局
運
営
講
座

　（
概
要
）
事
業
説
明
・
一
斉
改
選
に
向
け
た
研
修

④
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
検
討
部
会
（
２
回
）

⑤
民
生
委
員
活
動
出
前
講
座

　
３
市
町
民
児
協
の
研
修
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

１
．
研
修
事
業

⑦
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
８
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）

　（
場
所
）
東
京
都
・（
人
数
）
１
名

⑧
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
11
月
２
日
（
水
）
〜
４
日
（
金
）

　（
場
所
）
千
葉
県
・（
人
数
）
１
名

⑨
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）・
８
月
２
日

　（
火
）
／
（
場
所
）
千
葉
県
・（
人
数
）
11
名

⑩
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）

　（
場
所
）
千
葉
県
／
（
人
数
）
２
名

⑪
第
76
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

　
研
究
協
議
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
７
月
14
日
（
木
）・
15
日
（
金
）

　（
人
数
）
埼
玉
県
・（
人
数
）　
10
名

⑫
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

　（
人
数
）
神
奈
川
県
・（
人
数
）
２
名

２
．
指
導
事
業

３
．
法
人
事
業

⑥
第
18
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
７
月
12
日
（
火
）

　（
場
所
）
県
文
化
会
館
／
（
人
数
）
１
６
２
４
名

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
管
理

⑧
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

※（カッコ）内の ± は前年比の増減です。
※下記数字は、100 円以下は四捨五入で記載

（
派
遣
事
業
）

⑥
第
85
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
10
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

　（
場
所
）
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
他
・（
人
数
）
44
名

支出の内訳（概要）２

印刷製本費 7,615 円（＋3,542 千円）
研修資料・本誌等

46.6%

10.4%

4.3% 人件費（５名）
27,156 千円（＋1,003 千円）

13.1%

6.8%

支払負担金 6,030 千円（－176 千円）
全民児連会費（実数）、派遣研修参加費

会議費 3,938 千円（＋661
千円）全国大会参加費等

賃借料 2,138 千円
（－190 千円）

研修会場等

修繕費：1,347 千円
（－544 千円）

印刷機器使用料等

通信運搬費 1,753
千円（－819 千円）
電話等

支払助成金 800 千円
（－200 千円）

指定民児協助成金等

その他：2,084 千円
（－2 千円）消耗什器備品・

振込手数料・減価償却費・
慶弔費等

3.0%

3.7%

2.7%

2.3%

旅費交通費 1,320 千円
（－214 千円）

研修・取材等
2.3%

1.4%

3.4%

 県補助金　　　：6,268 千円
 全民児連助成金：3,496 千円
 県社協助成金　：    200 千円
 県共募助成金　：2,000 千円
 市町村長会助成金：100 千円

補助金・助成金 12,064 千円
（＋586 千円）

参加者負担金（40 名分）

全国派遣研修・全国大
会負担金 3,822 千円

（＋578 千円）

57.8%
21.6%

13.6%

6.9%

0.1%

4,400 円 ×7,325 名（実数）

会費 32,230 千円
（＋106 千円）

 県　　：7,014 千円
 中核市：    593 千円

県・中核市研修受託金
7,607 千円（－15 千円）

基本財産等の受取利
息･雑収益

その他 43 千円
（－6 千円）

収入の内訳（概要）経常収益計：55,766 千円
（前年比＋1,248 千円）

１

経常費用計：58,230 千円（前年比＋6,720 千円）

諸謝金 2,490 千円
（＋1,308 千円）

研修会講師等

消 耗 品 費 1,559
千円（－672 千円）
事務用品等

※当期経常増減額－2,465 千円は特定費用準備資金を取り崩し
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平
成
28
年
度

事
業
報
告

（概要版）

２ 事業報告
決算平成 28 年度

決算（概要版）

※詳細は、本会 HP をご参照ください。
（http://www.chiba-minkyo.or.jp)

種 別

公 務 死 亡

公 務 傷 病

一 般 死 亡

配偶者死亡

一般傷病

災害見舞

０件

一

般

公
務

２ヶ月未満

２ヶ月以上

退任慰労

居 宅

居宅以外

９年未満

９年以上

8 件

25 件

38 件

13 件

81 件

0 件

0 件

1,451 件

986 件

2,602 件計 12,047,000 円

4,930,000 円

4,353,000 円

0 円

0 円

750,000 円

570,000 円

530,000 円

104,000 円

０円

810,000 円

件 数 金 額

物故者委員

配 偶 者

24 件

38 件

62 件計 354,000 円

114,000 円

240,000 円

件 数 金 額種 別

●全国互助事業給付金状況（本会収支には関連なし）

●県民児協弔慰金給付状況

　平成 28 年度の事業決算（正味財産増減計算書）概要は、下図の
通りとなります。より詳細な内容についてご覧になりたい方は、当
会ＨＰに平成 19 年度以降の財務諸表を掲載していますので、そち
らをご覧ください。

①
理
事
会
（
４
回
）

②
評
議
員
会
（
３
回
）

③
正
副
会
長
会
議
（
９
回
）

④
決
算
監
査
会
（
１
回
）

⑤
慶
弔
事
業
（
下
記
の
と
お
り
）

（
委
託
事
業
）

①
単
位
民
児
協
会
長
研
修
会
（
１
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
／
（
場
所
）

　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
／
（
人
数
）
２
８
２
名

②
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
講
座
（
６
回
）

　（
期
日
）
平
成
28
年
９
月
９
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　
横
芝
光
町
文
化
会
館
他
／
（
人
数
）
計
５
７
７
名

③
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
（
７
回
）

　（
期
日
）
平
成
28
年
４
月
22
日
（
金
）
他
／
（
場
所
）

　
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
人
数
）
計
２
０
９
６
名

④
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
１
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）
／
（
場
所
）

　
千
葉
市
民
会
館
／
（
人
数
）
計
４
３
１
名

（
自
主
事
業
）

⑤
相
談
技
法
研
修
会
（
３
回
）

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
７
日
（
火
）
他

　（
場
所
）
千
葉
市
民
会
館
・（
人
数
）
計
２
７
１
名

①
指
定
民
児
協
助
成
事
業

　（
概
要
）
６
地
区
へ
の
助
成
、
合
同
会
議
の
開
催

②
ち
ば
民
児
協
だ
よ
り
・
ひ
だ
ま
り
合
併
号
の
発
行

　（
概
要
）
年
３
回
発
行
、
編
集
委
員
会
５
回
開
催

③
市
町
村
民
児
協
事
務
局
会
議
・
事
務
局
運
営
講
座

　（
概
要
）
事
業
説
明
・
一
斉
改
選
に
向
け
た
研
修

④
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
検
討
部
会
（
２
回
）

⑤
民
生
委
員
活
動
出
前
講
座

　
３
市
町
民
児
協
の
研
修
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

１
．
研
修
事
業

⑦
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
８
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）

　（
場
所
）
東
京
都
・（
人
数
）
１
名

⑧
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
11
月
２
日
（
水
）
〜
４
日
（
金
）

　（
場
所
）
千
葉
県
・（
人
数
）
１
名

⑨
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）・
８
月
２
日

　（
火
）
／
（
場
所
）
千
葉
県
・（
人
数
）
11
名

⑩
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）

　（
場
所
）
千
葉
県
／
（
人
数
）
２
名

⑪
第
76
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

　
研
究
協
議
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
７
月
14
日
（
木
）・
15
日
（
金
）

　（
人
数
）
埼
玉
県
・（
人
数
）　
10
名

⑫
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

　（
期
日
）
平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

　（
人
数
）
神
奈
川
県
・（
人
数
）
２
名

２
．
指
導
事
業

３
．
法
人
事
業

⑥
第
18
回
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
７
月
12
日
（
火
）

　（
場
所
）
県
文
化
会
館
／
（
人
数
）
１
６
２
４
名

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
管
理

⑧
Ｐ
Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

※（カッコ）内の ± は前年比の増減です。
※下記数字は、100 円以下は四捨五入で記載

（
派
遣
事
業
）

⑥
第
85
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　（
期
日
）
平
成
28
年
10
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

　（
場
所
）
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
他
・（
人
数
）
44
名

支出の内訳（概要）２

印刷製本費 7,615 円（＋3,542 千円）
研修資料・本誌等

46.6%

10.4%

4.3% 人件費（５名）
27,156 千円（＋1,003 千円）

13.1%

6.8%

支払負担金 6,030 千円（－176 千円）
全民児連会費（実数）、派遣研修参加費

会議費 3,938 千円（＋661
千円）全国大会参加費等

賃借料 2,138 千円
（－190 千円）

研修会場等

修繕費：1,347 千円
（－544 千円）

印刷機器使用料等

通信運搬費 1,753
千円（－819 千円）
電話等

支払助成金 800 千円
（－200 千円）

指定民児協助成金等

その他：2,084 千円
（－2 千円）消耗什器備品・

振込手数料・減価償却費・
慶弔費等

3.0%

3.7%

2.7%

2.3%

旅費交通費 1,320 千円
（－214 千円）

研修・取材等
2.3%

1.4%

3.4%

 県補助金　　　：6,268 千円
 全民児連助成金：3,496 千円
 県社協助成金　：    200 千円
 県共募助成金　：2,000 千円
 市町村長会助成金：100 千円

補助金・助成金 12,064 千円
（＋586 千円）

参加者負担金（40 名分）

全国派遣研修・全国大
会負担金 3,822 千円

（＋578 千円）

57.8%
21.6%

13.6%

6.9%

0.1%

4,400 円 ×7,325 名（実数）

会費 32,230 千円
（＋106 千円）

 県　　：7,014 千円
 中核市：    593 千円

県・中核市研修受託金
7,607 千円（－15 千円）

基本財産等の受取利
息･雑収益

その他 43 千円
（－6 千円）

収入の内訳（概要）経常収益計：55,766 千円
（前年比＋1,248 千円）

１

経常費用計：58,230 千円（前年比＋6,720 千円）

諸謝金 2,490 千円
（＋1,308 千円）

研修会講師等

消 耗 品 費 1,559
千円（－672 千円）
事務用品等

※当期経常増減額－2,465 千円は特定費用準備資金を取り崩し
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特 集
児童委員活動

はじめの一歩

２
社協サロンと児童委員

３
下校時の見守り

４
高齢者疑似体験

５
プチボランティアを
してみませんか？

６
寺子屋自学塾

＋
子育て安心袋

７
子育てふれあい広場

＋
ブックスタート

８
教育懇談会

９
Ｔ’ｓルーム

（市原市ちはら台地区）

（茂原市二宮地区緑ヶ丘団地）

（成田市ニュータウン地区
  中台地区社協）

（柏市富里地区）

（四街道市千代田中学校地区）

（習志野市袖ケ浦地区）
（旭市豊畑地区）

（松戸市常盤平地区）

…Ｐ８～ 10

…Ｐ12・13

…Ｐ14・15
…Ｐ16・17

児童委員と
子育てサロン

１

ゆりんこくらぶ

子育てサロン
（流山市）乳幼児のいるママたちの交流場

●その１（市川市曽谷・宮久保地区）

…Ｐ18 ～ 20

…Ｐ21 ～ 23

…Ｐ24・25

児童委員と子育てサロン１

…Ｐ26・27

●その２

…Ｐ４・５

…Ｐ６・７

２  平成 28 年度事業報告・決算１  特集　……Ｐ２～ 29（取材記事は上記参照）

３  平成 29 年度春・秋勲章･褒章
　  受章者・編集後記他

……Ｐ30・31

……Ｐ3210 切れ目のない支援と児童
委員活動の基盤づくり …Ｐ28･29

●参考　本誌とあわせて読みたい児童委員活動・関連冊子 …Ｐ11

※本号では、原則「民生委員・児童委員、主任児童委員」を「児童委員」、「社会福祉協議会」を「社協」、「全国民生委員児童委員連合会」
　を「全民児連」と表記しています。また、本号で掲載する地図は、本会で作成した略図です。

意見募集
　本誌編集委員会では、地区民
児協や委員個々の活動に役立つ
内容を掲載していきたいと考え
ております。ぜひ、県民児協ま

　本号では、「児童委員活動　は
じめの一歩」と題し、県内の児
童委員・主任児童委員が中心と

編集後記

なって行っている取り組みをご紹介しました。
それぞれの地区において、行政や関係機関と連
携・協力しながら、地域資源を活用し自分たち
の地域にあった取り組みを進めていました。
　写真に写る親子の笑顔や、懸命に子育て支援
に取り組む委員の姿を見ていると、地域で活動
する児童委員自身が「子どもとのふれあいを楽
しむ」ことや、子育てをする親や子どもの成長
を見守ることができる「やりがい」というもの
を大切にしていきたいと、あらためて感じたと
ころです。
　担当区域に住む子どもたちの顔を思い浮かべ
ながら、児童委員一人ひとりが地域の身近な大
人として、また児童委員協議会が子育て世帯の
応援団となって、地域の子どもたちのために、
何ができるのかを検討してみてください。　
　次号は、定例会をはじめとした「民児協活動」
を特集するほか、「60 分でできる実践活動検討」
のページを増量しお届けする予定でおります。

ちば民児協だより編集委員長　三枝貫治

　平成 29 年４月及び 11 月に、次の方々が勲章・
褒章の栄に浴されました。誠におめでとうござ
いました。

藍綬褒章（調停委員功績）
　いすみ市　石井 美枝子 様

お知らせ 平成 29 年度
春・秋勲章・褒章受章者

で皆さまの感想や取り上げてほしいテーマ、内
容等に関するご意見をお寄せください。ご連絡
方法は、電話や FAX、メール、お手紙などいず
れでも結構です（匿名可）。（連絡先は下記参照）
　皆様からのご意見をお待ちしております。

春の褒章

藍綬褒章（社会福祉功績）
　四街道市　梅山 美枝 様

秋の勲章・褒章

県民児協
主任児童委員連絡会発足

１

お知らせ

２

　本会では、平成 29 年度より「主任児童委員
連絡会」を発足いたしました。今後は、年３回
程度開催し、主任児童委員活動やその役割、地
域への理解促進を図るための方策等について意
見交換を行っていく予定です。なお、ご就任い
ただいた 15 名の委員は下記の通りです。

※以下、敬称略
（佐倉市・委員長）小林 眞智子
（銚子市）髙安 詳庫　／（船橋市）　  府野 れい子
（茂原市）平井 きよみ／（東金市）　  前川 みよし
（柏市）　  少路 香子　／（市原市）　  片岡 仁
（流山市）吉田 和子　／（鴨川市）　  立野 慶子
（鎌ケ谷市）加郷 由里子／（君津市）榊原 智子
（浦安市）笠井 和枝　／（いすみ市）石川 節子
（香取市）田中 利明　／（栄町）  　　齋藤 純子

瑞宝双光章（警察功労）
　鴨川市　　鈴木 修三 様

藍綬褒章（社会福祉功績）
　浦安市　　渡邊 武　 様


